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Theme：GenderIssues

共通テーマ：「ジェンダー・一問題」



市川千恵子／α〃協動C伽
茨城大学人文学部准教授　AssociatePro蝕soちCo馳geof軌manities，lbar癒iUniv併Sity

お茶の水女子大学大学院修士課程・博士課程修了。釧路公立大学経済学部准教授、レスタ｝大学ヴィクトリア朝研究センター客員研究員を経て、2012年4

月から現職。専門は19世紀女性著述家研究。最近の業績は、、、TheWritingasFenlaleNationataJldtmperialResponsibiIity：FlorenceNightingalelsSchemefbrSociaI

andCullL）ralRefbrmsinEnglandandlndia’－．Tictof・jurtLjlCrdhLTPaltd（lLJ／ILLn39（Cambridgct71120111）、、、JaneEyre’SDilugllterS＝TlleFenlinistMissionsorMary

C封penterandjoseph加Butlerinindia，，，肋雅邦曳加わ野馳鹿W23（Roudedge，近鞘などがある。現在の研究の関心は、ヴィクトリア朝後期のフェミニズム運

動と文学の関係、特に女性のネットワーク形成の様相を女性医師による著述から検証することにある。

ChiekoICHfKAWAreeeivedMAandPhDatOchanomizuUniversity，Beibrejoining抽arakiUniversityinApri12012，ShewasAsSociatePro短ssoratKushiroPublic

Uni、′erSity or Economics alld visiting f甜o“・・at VicIorian Studen－S Centre、the LTniversityいr Leicesterl She has pLJblished articJes and book chapters on

Nineteenth－CenturyWOmen，swritingt HerrecerltPublicationsare‘ムTheWritin asFemaieNationaland‡mperialResponsibility‥FIorenceNightingale’sSehemeR）r

SocialandCulturalRetbnllSinEng］andandhldial、J7’11Orjal7LiteTtLhL柁a11JCELltlIre39（Cambridget肥2011）．and’－JaneE〉TelsDilLIghters：TheFeministMissionsoI、

MaryCafPenterandJosephineBut［erinhldia’＼Hbmen互［／istolyRert・iclt－123（RoutJedge．fbrthcoming）．HercurreTltrCSearChprqjeclexaminestherelationshiptletWeen

kministllandliteratureinthelateVietorianperiod．r）articularlythcfbrTnalionofwomenlsnetworks、丘忙uSingonmedical、VOmen－stlctionaland一一On－fictionalwritings・

渋谷敦司　5削脚椚乳メ鹿沼舶
茨城大学人文学部教授　Pro良ssoちCol廃eof馳man最es，抽∬承iUniversity

1985年3月立命館大学大学院博士後期課程修了（社会学修士）。専門は地域社会学、家族社会学、ジェンダ鵬論。19S5年から1986年にかけて国際ロータ

リー財団奨学生として米国サンディェゴ州立大学の「女性学Hwomeがsstudies）学科でDVを含めた「家族問題jと「家族政熟の研究を行い、DV被害

者のためのシェルターや保育園などのヒアリングを行った。1989年から茨城大学人文学部で社会福祉論を担当。1996年から東京都の「女性に対する暴力

検討委員会」委員として、日本で最初の行政による本格的DV被害実態調査を企画、実施に関わる。現在は福島第一原発事故が茨城県住民に与えた被害実

態の調査を行っている。
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ジョン・ピー・ジェ一・ドゥーシッチα瓜ゞ／（粥　止血βJ

常磐大学国際被尊者学研究所所長・教授　Director，恥bwaIntem感onalⅥctimolo野hstitu晦恥kiwaU血行ersity

1975年フロリダ州立大学大学院を修了し博士号（社会学・犯罪学）取得。1976年全米被害者支援機構（NOVA）の創設に関わり最初の事務局長に就任。そし

て終身会員。世界被害者学会前会長（2006年～2009年）で事務局長は3度（1那9年～19S2年、1卵2年～1985年、2000年～2003年）就任。1993年29年間の

軍での任務を大佐として退役。1993年常磐大学に犯罪学、被害者学、被害者援助論を専門とする教授として就任。2003年アメリカ被害者学会の創設に関わり

終身会員となる。i舛4年日本被害者学会会員となる。20億年10月国際被害者学研究所の設立に伴い所長に就任。2月＝年カリフォルニア州立大学フレズノ校

にて名誉教授の称号を授与される。
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参加申込
哩か血血肌用〃〃☆Pル‘措ビ脚I〟油ね♪〃〃如舘ム川叩・j，2〟Jィ．＊切り

FAX： 029－232－2522
取らずにそのままご返信ください。

・参加プログラム旧に印をつけてください）蝕盈御地だあ〃頑助叩搾g用棚卿〟押㍍α触〟戎

口発表　　presentation　　　参加費：無料　褒Noa血Iissi哺鎚eisreqMired．

ロ懇親会　Soeialga払e血g　参加費：￥2，000（学生￥1，000）　女官artieipa鮎nFee：2，00Oyen（触dentl，榊Oyem）

Name（フジガナ）

お名前：

Address HomeorOInce

・ご住所ほ宅・所属）：（〒
どちらかに○をつけてください。

HomeorO伍ce

・TEL（自宅・所属）：

どちらかに○をつけてください。

・fAX：

Namesofcompanions（ifany）

ご同伴者氏名：

□駐車場希望

Belongto

・ご所属

E・mail：

（勤務先、所属団体、学会名、など）

★駐車場に余裕がございませんので、できるだけ公共交通機関をご利用ください。
やむをえずお車でのご来場を希望される方は、お申し込み時に駐車場希望欄にチェックをしてください。


